富山県社会福祉審議会　第４回福祉基本計画専門分科会　会議録
(確認依頼中)
日　時：平成30年１月31日（水）
午後１時30分～３時30分
場　所：富山県民会館704号室
１　開　　会

２　挨　　拶　　【前田厚生部長】　
３　議　　事
　（１）富山県民福祉基本計画（第二次改定版）の中間報告案について
　　　　事務局より配布資料に基づき、一括説明の後、意見交換・質問
【大橋会長】　
　前回からちょっと間があいていて記憶が定かではないというのがあるので、時間の関係もありますが、ページをめくりながら確認をしてまいりたいというふうに思います。

　今、説明がございましたように赤字が修正したところということですので、まず資料２の第１編　計画の策定の２ページですが、これは国の政策の動向を少し加味したということでございます。よろしゅうございましょうか。

　３ページは、先ほど言ったように総合計画との関係で「安心」あるいは「地域」というのが入ったということでございます。

　ずっとめくっていきますと、７ページ、８ページ、９ページ、10ページ、11ページは従来と同じですね。

　12、13ページで13ページのところが、前回、こども食堂だけがやや注目されるけれども、要保護の問題をきちんと文部科学省もやっているので書き加えたほうがいいよということで、要保護・準要保護児童の状況を書いているということでございます。よろしゅうございましょうか。

　それから15ページで、この間、１月に国立社会保障・人口問題研究所が日本の世帯数の将来推計というものを出しました。新聞にも報道された部分もありますのでおわかりかもしれませんが、それがつけ加えられているということでございます。

　ここでも随分論議をしてきましたけど、単身生活者がかなり増えてきて従来の在宅の考え方だけではちょっと不十分、もっと全体的な生活支援をしなくちゃいけない、そんなことが今度の将来推計で見えてきたかなというふうに思います。

　18、19、20、21ページはそれでいいでしょうか。

　22ページのところで、ボランティアとＮＰＯ法人、そして23ページで県民の意識ということで資料を入れていただいたということでございます。

　今までのところで、よろしゅうございましょうか。大体いただいた意見は修文していただいているかというふうに思います。

　24ページから、地域福祉をめぐる課題、それから施策に伴う制度改正というものが入ってきています。よろしいでしょうか。

　27ページで計画策定の視点ということで、ふれあい・支え合いのしくみづくりという中で、触媒機能というふうなことがあるのではないかということでつけ加えていただいているということです。住民に丸投げではないよということをきちんとしようということでございました。

　以上が第１編ですが、一遍にぱっとめくっちゃいましたから言いにくいかもしれないけど、よろしいですか。統計的に見て何か意見がありましょうかね。

　石黒さん、どうぞ。

【石黒委員】　前回は出ておりませんで、議事録を拝見しまして最初に子どもの相対的貧困率の話が出ておりました。
　県別のデータはないということなのですけれども、ほとんど都道府県別の貧困率のオーソライズされた数値はないにしても、計算式を使えば出せないことはないというふうに思いました。

　それを出すことに意味がどれくらいあるのかわかりませんけれども、そういう意味では、たしか近年、自治体さんでかなり子どもの貧困について調査をなさっていると思います。それは例えば国とか県とかからのご指導があってなさったものだと思うのですけれども、貧困ということにかなり目が行っているというふうに思いますので、何らかの形で、どこに出すのかわかりませんけれども、そういった点を少し何とか導入して入れる必要があるのではないかなと考えています。

【大橋会長】　13ページのところで先ほど言いましたが、要保護・準要保護児童の状況というのは一応入れていただいて、これで子どもの家庭の貧困の状況というのは大体把握できるかなというふうに考えていたのですが、今、ご意見をいただきましたように、相対的貧困の問題というのは何か数字的に出せますか。
【杉田子ども支援課長】　子ども支援課です。

　石黒委員からおっしゃられたとおり、国で調査はしているのですが、都道府県別のデータは示されていないということでありまして、片方で昨年度から県内の各市町村段階で実態調査を行っておりまして、昨年度は４市、それから今年度は４つの市で、今年度終了時点では８つの市のデータがそろうことになっています。

　現状としてはそういうことになっております。

【大橋会長】　８つだけ載せるというのも変か。参考資料的にどこかを紹介するというのはあり得るか。検討いただいてもいいかもしれない。ちょっと数字で検討してください。
　というのは、母子保健法などで次世代育成包括ケアということを子ども分野でやるわけだから、そういうときにどういう実態かというのがかなり重要な問題であることは事実だから、もし検討して可能ならば参考資料でいいから入れるということもあり得るかも知れないね。入れるとしたらこの辺の準要保護とか何かのところにということでしょうね。
　じゃ、検討していただければと思います。

　ほかにはいかがでしょうか。

　それでは、一通りやってからまた戻ることにしまして、第１編は以上のご意見をいただいたということです。
　第２編、29ページ以降ですが、計画の内容ということになります。前回はかなりここでご意見いただきましたが、30、31ページはようございますね。
　32ページで障害児者の特性に配慮した適切な居宅介護サービスということで、医療的ケアを必要とする子どもの問題も含めて、居宅の障害者への支援というのはかなりこれからも重視されるということで書き加えていただいております。

　33、34ページがこのとおりで、35ページ、住民と行政の協働による地域福祉の推進ということで、その辺は36、37ページでしょうか。

　38ページのボランティアということでございます。
　ともに支え合うひとづくり指標ということで、39ページに１つの指標を示させていただいたということでございます。

　40ページ、安心して暮らせる地域づくりということで、住環境等のバリアフリー、交通機関というのが41ページに書いてあります。

　42ページで情報のバリアフリーの推進ということがあります。この42ページにも実は書き加えている、かなりコミュニケーション機器が進んできていまして、そういう意味ではどこまで突っ込むかということがあるんですね。

　今、福祉機器の開発というのは相当なスピードで進んでいますので、視覚障害者あるいは聴覚障害者へのコミュニケーション手段の機器のことの活用みたいなことをどこへ書き込むかというのはちょっと悩ましいところですが、一応赤字で整理をさせていただいたということで、今までの部分でご意見があれば言っていただきたい。

　44ページは、福祉サービス基盤の充実ということで、46ページに里親、ファミリーホームへの委託の推進ということですね。
　それから47ページで重度訪問介護など障害者の在宅の問題がかなり強調されてきているということですね。

　47ページの中ほどにピアフレンズだとかピアカウンセリングとか、そういう精神障害の方々の取り組みがつけ加えられた。
　それから48ページで多職種連携ということ等がここに書いてございます。

　49ページ、買い物代行等。

　50ページでは生きがいと自立を育む地域社会の形成。

　51ページに災害支援のときのソーシャルワーク、ＤＭＡＴだけじゃないということを少しつけ加えていただいたということ。
　それから中ほどに聴覚障害者の情報提供施設の問題があるということですね。

　52、53ページ、指標として54、55ページ。

　それから56ページ、第３章　地域で支え合う「しくみづくり」ということですが、そのサービス対象ということで57ページのところで障害者団体、教育、医療、市町村などの連携強化ということがうたわれているということですね。

　それから58ページで、判断能力が十分じゃない人たち、成年後見の問題等を含めて書いてございます。

　それから59ページにＬＧＢＴという、この間、岩波の広辞苑も間違えておるのですが、ＬＧＢＴの問題もつけ加えていただきました。

　60ページで介護サービスの質の向上というようなこと、あるいはロボットを使っての質の高いサービスというふうなことが書いてあります。

　61ページでは重症心身障害児のレスパイトケアのことが書いてあります。

　62、63ページで、63ページは個別支援を行うケアネット活動との連携の促進、個別ケアというものを大事にして地域を変えていくというものでございます。
　64ページ、依存症関係も入れていただきました。これからさらに深刻になってくるかと思います。

　65ページ、生涯にわたる健康づくりということで、66ページのところに生活習慣病などの取り組み、認知症危険因子を減らすというようなことを書いていただいた。
　67ページ、支え合いネットワークの形成ということですね。
　68、69ページで、69ページで難病や深刻な虐待事案の専門的なアプローチといいますと、分権化で市町村は市町村がやっているんですが、市町村で対応できないかなり専門的なこともあるぞということで書き加えていただきました。

　70、71ページ、71ページの４層で考えていきますよということの定義の確認をしました。
　72ページは指標ということですね。

　これが第２編の内容ということですが、何か気がついたことはございましょうか。

　どうぞ、石黒委員。

【石黒委員】　44ページの子育て支援等の充実のところなのですが、仕事と子育ての両立支援というものが項目分けされて書かれているのですけれども、子育てとの両立ももちろん大事なのですが、これはかなりいろんな検討も進められてきていると思います。

　もう１つ、仕事と介護との両立というのが今、大きな問題になっていると思います。介護離職というのもかなり多いので、これは企業の取り組みを待つしかないのかなと思うのですが、そこのところの啓発といいましょうか、現状、隠れ介護者、介護していることを会社で黙っている方、有給休暇だけ取ってやりくりしているということも聞いたりしますので、介護というのは子育てと違って何年と区切れないものだと思うんですね。何年間もやっていかなきゃいけないことだと思うので、例えば短時間勤務ですとか、現在もしていますよね、そういったいろんな取り組みがあると思いますので、企業に対する子育てじゃなくて介護のほうも、両立に関して少し力を入れて見直しというのが必要なのかなと思いました。
　どこかに書かれているならすみません。

　一番最後の推進の項で、企業に期待される役割のところにあったんですけれども、ちょっとそれでは弱い気がしますので、どこかに入れていただければというふうに思いました。

【大橋会長】　２つあって、１つは働き方改革も進められているので、その働き方改革で男性も参加した子育てと、女性の子育てと仕事の両立というのをちょっとつけ加えたらどうでしょうかね。

　それからもう１つ、介護のほうはどこに入れるかということですが、まさにダブルケアというのが今、大きな問題で、子育て中の人が親を介護せざるを得ないというので、そのところはどこに入れたらいいですかね。最後のところというのは確かにあるでのだけど、社会参加活動ともちょっと違うしね。どの辺？

【牧野高齢福祉課長】　高齢福祉課長です。

　ちょっと切り口が違いますけれども、61ページのほうで家族等の介護者への支援という形での支援の取り組みについてはまとめてございますけれども、このあたりの企業さんのほうからの働き方改革を含めたということで、ちょっと私どもの範疇ではないのですけれども、この部分では今後、力を入れていくということにはなっておりまして、家族等への支援という書き方でこちらではまとめてございます。
【大橋会長】　確かに中ほどに育児・介護休業法に基づいてのことだとか、介護があるしレスパイトケアというのもあるのでどうしましょうか。働き方改革みたいなことが言われていて、どこか入るところはありますか。
【前田厚生部長】　ここが一番いいかなと順番的には思うのですけれども、もともと冒頭でご案内したとおり、これは大きな方向づけですから、委員の皆様方から見て全体福祉を充実させていく上でどういうところに視点を置くかというところをしっかり書いておくことは非常に重要ですから、場所はあれですけれども、しかるべきところに書かせていただいた上で、介護との両立みたいなところは重要ポイントとして上げさせていただくほうがいいかなと思いますので、記載の場所は検討させていただきたいと思います。
【大橋会長】　いろんな価値観の共存みたいなことがあるから、そこで企業に働き方でダブルケアの問題をきちんと受けとめられるような提案をしてほしいというのはあるし、子育てのところでも書くし高齢者の介護の問題でも書くというふうなことで、いろいろ重複しても再掲でいいのではないでしょうかね。
　そんなことを考えましたけれど、石黒委員さん、よろしゅうございましょうか。

【石黒委員】　はい。

【大橋会長】　ありがとうございます。

　はい、どうぞ。
【惣万委員】　今、石黒さんが、介護するために職場を辞める、そして昔はお嫁さんが見ていた、介護保険が何で始まったかと言ったら、ほとんどそれだったんですよ。家族会議をして特にお嫁さんが見ていたから、お年寄りを社会のお年寄りとしてみんなで支えようじゃないか、40歳以上の人たちで支えようじゃないかというので、それなのに、これで介護保険が始まって十何年たっているのにまだ介護離職があるということは、まだ介護保険が十分じゃないということなんですね。
　だから、安倍首相が介護で辞めるのをゼロにすると言われたんですけど、私たちにしたらそれももちろん大事なんだけど、今、私たちがやっているのは、介護で働いている人が辞めるのをゼロにしてほしいんですよ。意味わかりますか。なるべく辞めないで頑張ってほしい。
　十何年前からしたらいろんなサービスや施設ができたし、お嫁さんは必ずしも働くことを辞めなくてもいいような社会にはなってきている、昔から見たらですよ。

　だけど、今、一番肝心なのは介護職が辞めていくとか介護福祉士にならない人たちが多い、まだ介護士さんをやっている、これが今一番の課題だと私は思うのです。

　それをどこに入れるかとかそんなことはわからないのだけど。
【大橋会長】　37ページに企業等の地域福祉活動への参加促進というのがあるけど、ここを少し膨らませて、いろんな支援を地域に活用していただくのもいいけど、一番大事なことはダブルケアの人たちがそれで仕事を辞めるなんてことのないように働き続けられる体制を企業も考えてほしいというようなことをつけ加えて、子育ては子育てで書く、高齢の介護は高齢で書くということにしましょう。
【石浦厚生企画課長】　今の関係で、75ページの企業の役割の最後のところにまとめてあるので、仕事と子育て、介護を両立できる職場環境の整備としてこれからの方向性は載せてはあります。

【大橋会長】　でも、とても大事なことだから、社会全体で発想を変えなくちゃいけないということを言われているわけだから、少し書き込みましょう。
　そういうことで。ありがとうございました。

　ほかには。はい、どうぞ。

【林委員】　細かいところですけど、39ページにいろんな今後の指標が書いてあるんですが、真ん中ぐらいに保育所等に勤務する保育士の数という部分で大分増えるような格好になっていますが、これは例えば今度の次期消費税の値上げのタイミングで幼児教育無償化ということで、第１子から無償化ということになれば保育園の入所者が増えるというようなことを厳密にシミュレーションしたような数字で伸ばしてあるのでしょうか。

【杉田子ども支援課長】　新しい経済政策パッケージが国から示されたところですが、そこでは保育の無償化の話が出ておりますけれども、ここで設定しております目標値はそれが出る前の段階でございます。大体、例年100人規模で保育士がプラスして必要になっている状況にあり、それを加味した設定になっております。

【惣万委員】　その数をどうやって出したんですか。今、待機児童ゼロのところがほとんどですよね。子どもも減ってきますよね。この600人という数字をどうやって出したんですか。

【杉田子ども支援課長】　少子化が進んでいるのですが、低年齢の子どもさんの預けるニーズが高まってきておりますので、保育の必要数そのものは児童数全体の減りほどは減少せずに、むしろ保育ニーズが高まっているという状況にありますから、こういうような形になっております。

【惣万委員】　別に批判しているわけじゃなくて、ただ介護現場でも働いてほしいなと思ったものだから。
【大橋会長】　もともと保育所の目的というのは厚生労働省で３つあって、母親が働かないと生計が成り立たない家庭の女性が働くということを保障するという、今、保育士さん、そこに行っちゃっているけど。

　あと２つあって、１つは子どもは集団保育で育った方がいいと、子どもの数が少ないわけだから保育園等に行って集団の中で活動するというのはとてもいいことなんだから、本当は全ての子どもが行ったほうがいいんですよ。集団保育なんていうのを昭和22年の児童福祉法をつくる段階で厚生省が言っているんですよ。

　３つ目の目的は、女性が社会参加しないと文化国家にならないと。だから働いているか働いていないかは関係なく、子どもを保育園に預けて文化活動等社会参加活動をやるべきだと当時の厚生省は書いています。それが児童福祉法の解説の中に出てくる。

　そういう意味では言われるように、子どももどんどん全員入れるぐらいのことでいいんですよ。と考えたら、6,200人でいいかどうかという話になるかもしれない。

　とりあえずそれでいいですか。

【惣万委員】　ええ。介護現場にも来てほしいくらいです。

【宮田委員】　6,200人ですか、毎年100人というのは現実から見るとかなり厳しい数字かなと思います。多分もっと必要になるのではないかなという気がしています。

　悩ましいのは、最近保育士になる人もだんだん少なくなりつつあるけど、介護も充足してない。そういうことを考えると、32ページですけど福祉を担う人づくり、ここに質の高い介護・福祉サービス従事者の育成・確保、専門人材云々とあるんですが、県のこれからの５年なり10年なり先にどういう人材が必要になるのか、そのための後期中等教育、いわゆる高等学校の先行きをどうするのかという問題だと思います。

　いわゆる産業教育の分野でどういう人材が必要で、そのためにどういう高等学校の教育を展開するのかという高等学校の教育の将来像ですよね。これは今まで再編成のことで学級数だとかいうふうなことでいろいろ議論がされて、一旦この間結論が出ましたけれど、中身をどうするかという話はまだ見えてきていないんですね。

　本当は産業教育の中で特に保育、福祉あるいは医療の分野で、介護もですけど、どれだけの人材が富山県として今後必要なのかと、そのために裾野をどうするのか、高等学校で看護科もありますし福祉科もありますけど、現状のままでいいのかどうか、そんなふうな議論が本当は必要なんじゃないかなと思うのですが、それは総合教育会議での議論なのでここではどなたも回答できないと思うのですが、多分そんな問題提起が必要なのではないかなということを思っています。

　議事録に書いていただくだけで結構です。

【大橋会長】　国のほうでは一応、専門職大学をつくるということで平成30年から始まるわけで、そういうふうに考えると、毎回のように論議になるけど産業教育の捉え方を少し富山も考えなくちゃいけないですよね。

　あまり言っちゃいけないのかもしれないけど、産業教育を重視してこなかったんじゃないかね。

【宮田委員】　いや、実は富山だって新産業都市をつくるときに三・七体制ということで。
【大橋会長】　そうでしたね、有名な三・七体制だよね。

【宮田委員】　普通科をずっと圧縮してしまったものですから、その反動で今度は逆に普通科、普通科になっていると思うんですね。
　ですから結局、毎年何人東大に入ったかというようなことが新聞の社説に出るくらいの、そんなふうなことが４、５年前ぐらいまでありましたけどね。

　少しブランドから解放されていいんじゃないかなというような気はしています。

【大橋会長】　３Ｋ職場だから集まらないというんじゃなくて、１つは、教育が普通教育でずっと演繹的な思考方法をやるタイプの人と帰納的な体験で伸びていく人と両方のタイプがあるのに、演繹的な言語操作みたいなところにばかり実は日本の教育が行っちゃっていた間違いがいろんなところに出ているんですよね。

　そういう意味では、やや社会体験的な、帰納的なそういう教育のあり方というのも少し考え直さなくちゃいけないけど、ぜひ総合教育会議でやってください。

【宮田委員】　ぜひ、やってほしいのですけど。

【大橋会長】　今日は教育課の主幹も来ていますから、ぜひどこかでそういう論議をしていただければと思います。

【惣万委員】　４月から介護保険で共生型が始まるんですけど、私たちの理想は保育士と介護福祉士、２つの免許を持っている人がこのゆびにも何人かだけいるんですけど、そういう人が本当は理想ですね。

　でも、免許を取りやすくするのが今度の制度ですよね。基礎教育は共通にして。

【宮田委員】　共通の基礎課程をやります。なかなか議論は進んでいないようですけど。

　国家試験の受験資格だけは便宜を図ろうということで、本格的な養成段階で共通の基礎をつくるというのはなかなかそこまでいっていない。

【惣万委員】　反対する人がいるということ？

【宮田委員】　わかりません。

【大橋会長】　教えられる人がいないかもしれない。

【惣万委員】　あ、そう。

【大橋会長】　ほかにはいかがでしょうか。
　第２編は前回、かなり意見をいただいてそれを反映させる形で修文していただいていますのでよろしいでしょうか。
　それでは３編へいきますが、計画の実現に向けてということで73ページ以降でございます。
　74ページで、先ほどのＮＰＯ、ボランティアに関する資料が入ってきました。

　75ページで、今回の地域強化を反映させた地域の福祉活動の拠点というようなことの位置づけも入ってきました。それから社会福祉法人に期待される役割ということになります。

　昨日事務局に言ったので直っていないかもしれませんが、実は社会福祉法人に地域貢献で役割を果たしてほしいということなんですが、今度、厚生労働省の課長通知が１月23日に出て、その課長通知を読むとかなり社会福祉法人の地域貢献というのは柔軟に考えてくれているんですね。

　そういう意味では、全ての社会福祉法人がそれを受けとめて地域貢献をしてほしいなというふうに思っていまして、一昨日、厚労省の施設基盤課長とも話をしていたんですが、18,000ある社会福祉法人が今度の課長通知で地域貢献を多面的にやっていただくと、相当地域福祉が変わるんじゃないかというふうに思うので、この辺を少し課長通知を踏まえて記載をしたいと思っています。

　それから行政の役割、県の役割、進行管理ということですが、宮田委員さん、何か意見が。

【宮田委員】　最初にありましたけれど、県の計画というのは市町村の支援計画でもあるということなんですね。
　市町村で地域福祉計画をつくっているところはどれだけあるのか。氷見市さんみたいに真っ先につくられたところもあるんですけれど、社協と協働してやっているところもあればそうではないところも、例えば大きなところはあまりやっていないような気もするんですが、あまり大きな声では言えないのですけれど、どれくらいあって、そしてこれを全15市町村にまでどう持っていくのかという、ですから県はもうちょっと強気でもいいのではないかなと思って見ているんですが。遠慮しないでどんどん市町村の地域福祉計画作成を応援してほしいなという気がしています。社協も同じなのですけど。

【石浦厚生企画課長】　72ページの仕組みづくりの指標の一番下のところに、市町村地域福祉計画策定市町村数ということで、現在12市町ということで、目標としては全市町村を目指すと。あと舟橋と立山と朝日の３町村でまだできておりません。
【宮田委員】　期限切れなのかどうかも含めてですけど。

【大橋会長】　地域福祉計画は従来の地域福祉計画の延長ではないので、今度の社会福祉法の改正に伴って、今、上位計画というのに地域福祉計画が入ってきたので、実は福祉カレッジのほうは今年の８月に市町村行政職員と市町村社会福祉協議会の職員を集めて地域福祉計画の策定の研修をやるつもりです。

　そのときには当然、県のお墨つきをいただいて全市町村に参加をいただくというようなことを今、考えているというところでございます。
【宮田委員】　もしかしたら12市町あるのかもしれませんけれども、見直しがされているかどうかです。

　多分、実情は介護保険事業計画と子ども子育て支援計画と、もう１つは障害福祉計画ですかね。これらはどんどん改訂されているんですけれども、もしかしたら地域福祉計画が今ありますよと言っても、その改訂を反映したものになっていないかもしれない。

　ですから、いつの時点で何年計画で立てられて、今現在有効なのかどうかということも、もしかしたら期限切れというのもあるかもしれません。実感としてそのように感じますので、少し精査していただければと思います。

　いずれにしても市町村の本来、自主的な独自の取り組みだとは思うのですが、県として叱咤激励していただければと思います。

【大橋会長】　いずれにしても、法律で５年スパンとか３年スパンで見直しをするという定期的な見直しじゃなくて、必要に応じてやりなさいと書いてあるので、今みたいなご意見を踏まえて、従来の計画ではだめなのかということを言わないとだめですね。市町村にもね。

　ありがとうございました。

　ほかには。はい、どうぞ。

【惣万委員】　社会福祉法人に貢献というのをすごく期待しているみたいですけど、例えばどういう期待なんですか。私は目に見えてわからないんですけど、これからどう社会福祉法人が変わろうとしているのか、変わってきたのか。

【大橋会長】　富山はまだ全然できていないんだけど、例えば一番進んで最初にやったのは大阪府の社会福祉協議会が中心になって、老人福祉施設協議会と保育所施設協議会などが中心にお金を出し合って生活困窮者支援を10年ぐらい前からやっているわけです。それは施設が中心でやっているわけですね。事務局を大阪府社協に置いているんです。

　香川県は、施設と社協と民生委員さんが合同で新しい生活困窮者の支援だとか地域づくりをやると、こういうことなんですね。

　やり方は、今までの社会福祉法人の改革ではがちがちの３つの規定があったんですけれども、今度は住民の福祉教育をやってもいいし、災害支援で法人がやってもいいし、その他のいろんなものを備蓄してもいいとか、お金を使ってもいいとか、そういうのも地域貢献で認めるよという話ですから、社会福祉法人は相当、地域福祉に役割を果たせるんじゃないでしょうか。お金を出すだけじゃなくて。
　富山は今……。

【惣万委員】　富山も頑張ってもらって。

【大橋会長】　頑張ってもらうしかないです。

【惣万委員】　私たちとしては目に見えた地域貢献をしてほしいのだけど。頑張っておるなと、私たちもそうだなみたいなのが。

【大橋会長】　福祉カレッジの学長として、社会福祉法人特別セミナーなどをやってもっと法人の意識改革もやってほしいということを言っているんですが、なかなか重たい。

　今日の午前中も実は福祉カレッジの運営委員会があったんですけれども、そこでも小規模の法人等がなかなか動きが鈍いというようなことを言われていて、少し考えなくちゃいけないです。

【惣万委員】　例えば特養の人たちとかが社会福祉法人でしょ、ほとんど。介護保険でみんなやっていますよね。私たちＮＰＯもそうですよね。でも制度外のこともいっぱいしていますよね。だけど、利益が上がったら私たちは30％から40％を税金で納めるんですよ。こっちは納めなくていいと、そういうのだったら社会福祉法人が社会貢献と言うのなら５％でもいいから納めたほうが社会貢献になるように私は思うのだけど、ちょっと口が悪いかもしれんけど。

【大橋会長】　いやいや、そのとおり。そういうお金をもっと出してくださいと。お金だけじゃなくて知恵も出してください、人材も出してくださいというのがすごく柔軟にやれるようになったのでお願いしているわけです。

　これは種別協議会なり経営協を含めてお願いしていますが、率直に言うと全国の中でも富山は動きが鈍い。そろわない。

【惣万委員】　目に見えんもんね。

【大橋会長】　それはうんともすんとも言えないけど。

【惣万委員】　ごめんなさい。

【宮田委員】　惣万さんと対面に座るとどうしても反論したくなるのですけれども、幾つかの社会福祉法人を知っていますけど、現実問題としては保育も介護もとにかく人がいない。それで汲々としています。それが第一です。

　進んだところでは、例えば自分の法人が主催して、初任者研修とか実務者研修に取り組んでいるところもありますし、それから高校生に奨学金を出すというようなところも知っています。

　ただ、まだ散発的だと思いますので、組織体協議会としてどういう動きをするのかというようなことがこれからのポイントではないかなというふうに思っていますが、やっているところはやっています。やっていないところは見えてきませんけど。

【大橋会長】　今まで社会福祉法人の理事長、施設長をターゲットにして特別セミナーをやっていたんですが反応が鈍いということもあって、来年度は少し変えて、ニーズ対応型サービス開発と福祉経営というテーマでやろうと、ＮＰＯとか株式会社も入れて、ちょっとほかの世界がどういうふうにやっているのかを知ってほしいという、そういうセミナーに切りかえようかと思っているんですよ。
　それでも変わらないかもしれない。なかなか重いですね。

　県社協もやろうとしているの？　社会福祉法人の地域貢献の動きは。

【古野富山県社会福祉協議会地域福祉部長】　まだ２市３町程度なんですけど、社会福祉協議会を核とした形で地域の社会福祉法人の組織化というものを今、進めております。

　その中で、今ほど言いました地域貢献というものを協議していくということの入り口に立ったという状況でございます。

【大橋会長】　ありがとうございました。

　進んだ県では、市レベルで施設法人連絡協議会をつくってどんどん新しいサービス開発をしているしお金も出しているところもあるので、富山県も負けないように頑張りたいなということです。

　ほかにはいかがでしょうか。

【石黒委員】　75ページに③で民生委員・児童委員に期待される役割というのがあるんですが、一市民の立場で言いますと、前段からの説明の中でもありましたけど、コミュニティの力が大変弱くなっている、地域で支える介護が難しくなっているということは何回も言われていることなのですが、児童委員はそうでもないかと思うんですけれども、特に民生委員というのはなり手がいないというか嫌がられているんですね。大変だということがわかっているからだと思います。１回なっちゃうと何年もその役をやらなくちゃいけないという。しかも高齢者のひとり暮らしのおうちがどんどん増えていますので、そういったところの見回りもある。いろんなことで仕事が増えていくという実態があります。

　これは本当にボランティアでやっているようなもので、ここに改めて期待される役割として、住民のニーズを的確に把握するため、より地域に密着したきめ細かな活動を展開するというふうにありますけれども、民生委員の負担がすごく大きくなっていると思うので、例えば民生委員でやられても何年と任期を指定するとか、少し変えていかないとこういったことをやって地域を支えていこうという人はますます減っていくんじゃないかと。

　支える側よりも支えられる側がどんどん増えていますので、そういったところを本当に地域の住民のボランティア精神に頼るというふうな、もちろんそういうのは必要なんですけれども、あまりにも過重になってくるのはどうなのかなというふうに思いました。
【大橋会長】　ありがとうございました。

　事実、今から30年前の調査でも、それから昨年の調査でも、民生委員さんの単位民協の会長さんというのは月に25日ぐらい仕事をしているんですよ。一般の民生委員さんでも月に16日、大体１回２時間。ですから相当な仕事量ですね。それはご指摘のとおりで。

　富山県は充足率は100％なわけですが、ほかの県では充足していないところがあるわけですから、ご指摘のとおりです。

　ただ、昨日も富山県社協が地域福祉実践研究発表大会をやったんですが、そこでも少し論議をしたのは、民生委員さんと福祉推進員さんというのも社会福祉協議会がお願いしているというのと、ケアネット協力員さんという地域ケアネットの協力員さんがいて、この方々が今、地域をかなり支えてくれているので、その連携をより強固にしていこうか、そういう意味でもコミュニティーソーシャルワーカーみたいなきちんと職場で役割を果たしている人がいないと、丸投げになっちゃって負担感だけが強くなるので、コミュニティーソーシャルワーカーみたいのをきちんと配置をして支えてくださいよというようなことが出てきました。少し書き込んでございます。

　あと、民生委員さんは昨年12月に改選されましたけれども、いずれは地域の町内会、自治会の推薦じゃなくて、手挙げ方式も導入しないといけない時期が来るかもしれないですね。ボランティアの中でやってもいいよという人が。
　今は町内会、自治会で選んで推薦していくものだから、なかなかやり手が見つからない。
　富山は幸いにしてまだ100％という、全民児協の会長のお膝元というのがあるかもしれませんが、おかげで、しかも県もそれだけの予算をちゃんとつけてくれたそうでございますから、それなりの役割をきちんと対応してくれていると思います。

　何か今のご意見にありますか。

【石浦厚生企画課長】　おっしゃるとおりで、本当に民生委員さんに対してはボランティア的に苦労しているということで、ただここにある期待されるというのは現状維持という感じのことも含めて、もしそれを書かなかったら多分どんどん落ちていくのかなと思いまして、民生委員にもかなりギャップがありまして、本当に働いておられる民生委員さんもおられますし、名前だけという方も少し聞きますから。

【宮田委員】　大橋先生がおっしゃいましたけれど、地域には民生委員、児童委員のほかにいろんな委員がいるわけですね。例えば知的障害者相談員だとか身体障害者相談員、あるいは衛生関係で言うとヘルスボランティアだとか母子保健推進員だとか、司法関係でも保護司だとか、いわゆる行政委嘱のボランティアみたいなのがたくさんいますから、それのネットワークというような趣旨で書き込んだら何も民生委員・児童委員が背負いおんでしまうことではないということにつながるのではないでしょうかね。

【石浦厚生企画課長】　民生委員の方がそれぞれのものを兼務とか、保護司さんと民生委員とを兼務されているとかは結構あります。

【大橋会長】　今、宮田委員さんが言われたことを少し修文してもいいんじゃないでしょうか。それはとても大事なことかもしれません。

　富山市の民生委員さんはすごくいいことをやっていると、あちこちで全国へ私なりの立場で発信しているんですけれども、民生委員さんは災害救助法に基づいて避難行動要支援者の支援をするリストをつくる必要があるんですね。

　富山市の民生委員さんはその方々を一人一人訪ねて同意をとって、どういう支援が必要かというのを全部パソコンでゼンリンの地図にマップしているんですね。これはすごい力だと思いましたね。

　だから、富山市の例でいけば、災害支援のときに一番要支援者をよくつかんでいるのは民生委員さん。全部それはパソコンに入っている。これはすごいことだなと思って。全国23万5,000人の民生委員さんが同じようなことをやってくれたら、それはすごく助かるなと。
　しかも、災害支援ということで一人一人訪ねて同意をとっていますね。そういう個人情報を把握して書いてもいいですかと言って、みんなそれを納得して書いているわけだから、これはすごい力だと思いますね。
　そんなことも少し紹介をしてくれると、民生委員さんたちが元気になるかもしれないですね。

　ありがとうございました。

　ほかにはいかがでしょうか。よろしゅうございますかね。

　それじゃ、一応、第１編から第３編まで一通り見ましたが、全体を通してこれはもう少し書き込んでほしいとかいうのがございましたらどうぞ。

　発言されていない山﨑委員さん、どうですか。

　この間、黒部で黒部の商工会議所の青年部と社会福祉協議会が一緒になって生活困窮者を支援しているんですよ。隣近所からもある意味では疎外されていた人たちを支援しているというとてもすばらしい実践を昨日聞いて、商工会議所の青年部もこういうことをやってくださっているんだと驚きました。

　ごみ屋敷だったのを全部片づけて、畳を入れかえてくれて、障子も張りかえてくれて、トタンも張りかえてくれてというようなことをやってくれている、商工会議所の青年部の人。
【惣万委員】　黒部市？

【大橋会長】　黒部市。だから、富山で探し出すといっぱいあるかもしれないなと思って。山﨑委員はＪＣだけど。

【山﨑委員】　日本青年会議所としましても、実は去年から障害者の社会活動への支援ということで、障害者スポーツなんかの支援ですとか、子どもたちと一緒にやったりというのがありまして、当然、2020年にオリンピック・パラリンピックが東京であるということを含めて、例えば県も含めてそういった、あまり支援とか支えるとかだけだと割とイメージがあまり上がらないですから、スポーツを通して障害者の方々とコミュニケーションをとるとか、子どもたちもそういったところから始めると心のいわゆるバリアフリーといったところがあるので、何とかスポーツを通してとか、そういったものを通した社会活動ですとか、心理的な垣根のほうを払う、そういったところが何かあるのかなと思ってさらさらと見たんですけど、あまり見えなかったので、そういったところについてこれからやっていこうということがもしあれば伺いたいと思います。
【大橋会長】　どうしても専門多職種連携とか多職種間連携ということになるんだけど、黒部はあえて福祉と異業種との連携という異なる業種との連携なので、多分、山﨑委員さんが言われるように、福祉のサイドから見るとなかなか出てこないけど、一般的なことで言えば支援なんていうのは直接やらなくても関わることはかなりあるかもしれないよね。特にスポーツだと確かに。

　そういう意味では少し書き込んで、異業種との連携とかほかの会社が役割を果たせるところが求められているとか、そういう書きぶりも必要かもしれないということですね。

　ありがとうございました。

　ＪＣとしてこんなことをやっているよというのがもしあれば、書き込んでおいていただいて、県の計画に入っているからやろうよと言ってくれると随分進むかもしれない。

　ほかにはどうですか。

　いいですか、野尻会長。

【野尻委員】　ここにまとめてあることも、皆さんのご意見も、これからの厳しい福祉のサービスを乗り越えていくために本当に必要なことばかりだと思うんですけれども、私はこれはいろんな方面からどんどん推進していっていただくということで当然いいわけですが、そこからどうしても漏れてしまうものを、糖尿病で言えば糖尿病予備軍みたいな感じで、そういうのが幾つも散見されるものですから、それをどうかしておいても書くこともできないでしょうけれども、必ず潜在的な怖いものもあるということも、この際だから頭に置いてと思うんです。例えば軽い認知症になっていて、親族であろうと隣近所の人であろうと手を差し伸べようと思っても拒否される人はどうしようもないとか、50代でずっと単身で暮らしている人が、この人はもう定年で会社から縁を切ったら隣近所とどうやってお互いにコミュニケーションを取れるのかなと思うような生活をしていらっしゃる方だとか、軽い障害があっても隣近所とは一切おつき合いをしないで何とか今は乗り越えていらっしゃるけれども、みんな何かしてあげたくても行けば怒られるだけだというふうな、そういうのが随分あるんですね。
　それで最近ＮＨＫのテレビで、女性の方で隠れた閉じこもり、引きこもりがあるという放送をやっていましたね。そういうのもあるのかなと。親が亡くなってしまったら家で家事だけをやっていた女性の方が、次にどうやって生きていくのかというのは心配ですね。
　心配してもきりがないわけですけれども、そういうのもあるということをどこかで大きい気持ちで眺めて、どうしようもなくなったときにぱっと手を差し伸べるというのを誰がやるかといったら民生委員さんか社会福祉協議会か町内会や自治会なのか、そこらあたりがいろんな面から気を配るような体制というのがこれからもどんどん必要になってくるんだなというようなことを感じました。

【大橋会長】　どこかに書いてあったよね。
【石浦厚生企画課長】　67、68ページにかけての包括的な支援体制の構築というところで、先生が先ほど言われたコミュニティーソーシャルワーカーの配置とか共生型包括的ケアネット、いろんな育児とか介護、障害、貧困等複雑化、多様化した福祉ニーズ、いわゆるそこで漏れきたようないろんなことを想定してコミュニティーソーシャルワーカーがアウトリーチしてそこに入っていくというようなことを目標としたことを一応入れたつもりだったんですが。

【大橋会長】　67ページで潜在化しているニーズの発見だとか、そういうことですし、さっきの法人の地域貢献もそうですけれども、現にニーズを持っている人だけじゃなくて、これからそうなりそうな人もふだんから考えて支援しようということを法人に期待しているので、少し書き込んでもいいかもしれないし、それから単身生活者だと今はお葬式をどうするかとか死んだ後の遺骨をどうするかとか。昨日出てきたのも、実は両親の遺骨はうちに置きっぱなしで、兄弟が孤立していて、ごみ屋敷でガラスが全部割れていて、よくぞ生活しているなというのが発表されたんですけど、それは野尻会長が言われるように、これからいっぱい出てくるかもしれないですね。
　信じられないような事例で、本当に事実は小説より奇なりですから、生活支援が非常に多角的になっているというのをもう少し書き込んでもいいかもしれませんね。
　ありがとうございました。

【林委員】　40ページ、41ページの安心して暮らせる地域づくりの中で、41ページの上から５行目に交通機関ということで、主にバリアフリーというふうに書いてあるんですけれども、だんだん少子化の影響で路線バスなんかが廃止されて、地域の高齢者等が病院にも行けないというような状況がだんだん起きてくることが想定されていまして、氷見市でもこの３月でまた２路線ほど加越能バスが撤退というようなことがあります。
　そんな中で、資料４－１で事例集の６番にもＮＰＯ法人が地域のバスを運行しているといういい例も書いてありますが、八代地区というのがあって、これをはじめとしてその後、現在３つのＮＰＯがバスを運用しています。そういうことで地域交通の確保みたいなのをバリアフリーだけではなくて、地域の足の確保みたいなのをどこかに書き込んでおいていただくとありがたいのかなというふうに思います。

【大橋会長】　氷見は八代と碁石のほかにも。

【林委員】　久目というのがあって、今度またもう１カ所やらざるを得ないなということで。

【大橋会長】　これはとても大事ないい実践ですよね。

　そこに書いてある買い物支援で魚津の社協がやった取り組みも、買い物代行をしたりとか、あるいは買い物のバスを出すとか、いろんなタイプの買い物支援が行われていて、随分実践というのは進んでいるなというのを思いましたけれども、今、林委員が言われたことはコミュニティバスは書いているけど、足の確保というようなことも含めてもう少しそこのところは書き込んでもいいかもしれませんね。
　ほかにはどうでしょうか。
　武隈委員さんはいいですか。看取りの問題とかもあるのかもしれないし。もしあれば。

【武隈委員】　感想としまして、先ほど出ましたもの、介護や保育のほうの人材確保というところで、やはり中学生が自分の進路を考えたときに産業教育ということで地域社会体験の中のそういうものを多くすれば。

【大橋会長】　ありがとうございました。

　富山はヤングケアラーというのはあまり問題になっていないのかな。若年性の認知症の親が結構増えていて、子どもがそういう親の介護をしながら学校に通っている、ヤングケアラーと言うんだけど、さっき石黒さんがいったようなダブルケアとはちょっと違う意味で、全国的にはヤングケアラーというのは結構深刻になっているんですよ。中学生ぐらいが親を見ている。

　事実は小説より奇なりで、実は両親ともに要介護の状態になっちゃうなんていうのがある。あまりつかんでいない？

【宮田委員】　高岡のひとのまというところでヤングケアラーの支援というのをやっているはずです。古野さん、何か。

【大橋会長】　情報ある？

【古野富山県社会福祉協議会地域福祉部長】　高岡のほうではヤングケアラーの問題はひとのまさんでやっていますね。

　結婚の問題もあるので、お見合いみたいな形とか出会いの場みたいなものも設定しているというような支援をしているというものはあります。

【大橋会長】　そういう支援団体があるということは、高岡でもそれなりにヤングケアラーの人がいるということだね。

【宮田委員】　います。

【大橋会長】　書き込むか書き込まないかは別としても、やっぱりヤングケアラーの問題というのは注目しておいていただいたほうがいいかもしれないですね。

【宮田委員】　高岡では男性介護者の会というのもできました。

【大橋会長】　できているのね。

　よろしゅうございましょうか。大体意見をいただいたように思うのですが。

　そうしましたら、一応専門分科会としての意見はこの……。

　はい、どうぞ。
【鈴木厚生企画課主幹】　本日、ご欠席の室委員のほうから事前にご意見をいただいておりまして、それをご報告させていただきたいと思います。

　室委員のほうからは計画の周知についてということで、例として、介護従事者の方が働く意欲を高めるには役割意識を持つことが重要だと。この計画の中でどの部分を自分たちが担っているのかということを理解があってモチベーションが高まるのではないかと。そのため計画をできるだけわかりやすい形で周知してはどうかと。具体的に、一般の方にも理解しやすい概要版をつくってはどうかと思いますということでご意見のほうをいただいております。

【大橋会長】　いずれにしても概要版はつくるわけでしょ？　今まではつくっていない？

【石浦厚生企画課長】　今まではつくっていないんですけど、幸い印刷費は来年度予算でございまして、大体1,000部ちょっとつくる予算がついておりまして、その中でやりくりして考えてみます。

【大橋会長】　岩手県の遠野市は30年前ぐらいにつくった計画を何と１部1,500円で売って5,000部売れたんですよ。市民以外、5,000部ですよ、すごいでしょ。
　行政がつくった計画書が1,500円で売れるというのはすごいなと思って、それくらい当時の新しい考え方、システムを打ち出したわけですよ。

　だから状況によってはそういう売り出し方もあるかもしれないね。その場合には何がポイントかということを強調しないといけない。富山型デイサービスをポイントにしてやってきたわけだけど、次はそこを取り込んじゃっているわけだから富山は新しいものを打ち出さないといけないかもしれない。

　そんなことで、専門分科会としては今日いただいた意見で少し修文をさせていただいて、２月１日からパブリックコメントにかけていくということです。

【石浦厚生企画課長】　ペーパーはついていますけど、本日まだ言い忘れたとか言い足りなかったとかという点がございましたら、様式は問いませんので追ってメール等で事務局のほうにご意見賜ればと思っております。よろしくお願いいたします。

　今ほど会長のほうからスケジュールを言われましたが、資料５をごらんください。

　今日が１月31日の第４回分科会ということで、真ん中の基本計画専門分科会の下のほうにございます。

　今ほど会長からもございましたように、この後、パブリックコメントを３週間ほど、それから２月16日に関係団体への説明会をして意見を聴取すると、それらを取りまとめまして３月29日の午前中に第５回の専門分科会で答申案の審議ということで確認していただいて、その日の午後に社会福祉審議会のほうに答申をかけて、終わったらすぐ委員長から部長のほうに答申案を出していただくというスケジュールになっておりまして、今ほどの印刷につきましては３月29日にできあがるものですから、４月に入って製本するという予定となっております。
【大橋会長】　それでは、全員で集まっていろいろ意見交換というのは事実上最後になりますが、個別の意見は大いに言っていただいて結構でございますから、少なくとも２月20日ぐらいまでにはいただければということでございます。

　それを整理して３月に全体会にかけたいということでございます。よろしくお願いしたいと思います。

【石浦厚生企画課長】　いただいたものを会長と相談させて……。

【惣万委員】　３時半までですか。

【大橋会長】　そう。

【惣万委員】　そしたら、もっと協議したらいいのに。

【大橋会長】　いいよ。

　別に収束することはないんだけど。せっかくだから意見があればどうぞ。

（２）その他
【大橋会長】　とりあえず分科会としての答申の内容は以上でございますが、それらにこだわらずにご意見があればどうぞ。

【惣万委員】　今感じるのは、自殺対策がもうちょっと何かないのかなと思うのですけど、ないんかね。私、身近に自殺している人が多いんですよ。

【石浦厚生企画課長】　自殺自体、個別計画のほうでしっかりとやると思いますので、この計画は先ほども言いましたように大まかな、広範囲に広がった感じのものなので、前振りだけという表現になっていますけれども。

【大橋会長】　ほかには。それこそめったに集まらないですから何かこの機会にと。

　もう少し研修なんかを強く書き込んでいただいてもいいよね。これから質の向上を高めるというのは、今日、午前中いっぱい福祉カレッジの運営委員会で意見をいただいたんですけど、富山県全体で行政が委託している研修なり、職能団体がやっている研修なり、福祉カレッジがやっている研修なりというのは全体が見えていないという話になって、福祉カレッジで全体用の資料をつくりましょうという話はしたんですが、今のところどちらかというと、社会福祉法人の施設を中心にやってきていますけれども、介護保険だとか障害分野を考えると株式会社等もやってきているわけだから、そういうところも含めて研修の記載というのは広げなくちゃならないなというふうに思っているんですよね。

　そういう意味では、人材養成、質を高める研修なんかの書き込み方というのは難しいんですが、状況によっては少し検討いただければありがたいなというふうに思っているんですね。

　福祉カレッジ自体は約6,000人弱、毎年研修をやっているんですが、要望がすごく出ているんですよ。

　例えばどういうのが出てきたかといったら、ＰＴ、ＯＴと福祉用具相談員とか福祉用具をどう利活用するかというような研修はどうかとか、保育園も含めて管理栄養士さんがもっと横断的に研修して、介護福祉士の人たちの嚥下能力の支援だとかそういうのもどうだとか、あるいは薬剤師さんと訪問看護士さんと訪問介護員の人たちの服薬ということに関しての連携ができないかとか、いろんな注文が出てきているんですね。
　あるいは、保育所の園長だけじゃなくて中堅職員の研修の中身ももっと高めたほうがいいというのも出てまいりましたし、依存症の問題をどうするかという研修の問題だとか、そういう意味では、研修というのは職種・所管を越えてもっと横断的にやらなくちゃいけないところがいっぱい出てきていて、それは厚生企画課の仕事かもしれないんですけど、全体として研修の仕組みというのをどう考えていくかというのはかなり重要かなというようなことを思っていますので、そんなことも視野に入れて書き込むものは書き込んでいただければありがたいです。

　特に小規模事業所などは職員をほとんど研修に出せないわけでしょ。

【惣万委員】　そうなんです。

【大橋会長】　富山型共生型デイサービスも小さいと出せないよね。

　ということで、小規模法人の問題も出てきていて、そんなこともあるかなということでしょうか。

【惣万委員】　その研修が冬に多いんですよ。もっと暖かいときから１年にわたってするようにすれば、冬は私たち小さいところからいっぱいは出せないんです。１年間平均的にやってほしい。

【大橋会長】　私も福祉カレッジの学長は非常勤じゃなくて常勤になろうかというぐらいに今日冗談を言ってきたんだけど、本当に大事になっちゃったなと思います。富山国際大学で引き受ける？　青森県は県社協がやっていた研修センターを青森県立大学が引き受けてやっている。それもこれからあり得るかもしれない。

　何しろ研修を従来の措置時代の研修の延長じゃ、もうとてもだめだなというのはつくづく思うんですね。

【惣万委員】　例えば、デイサービスとか、全国そうなんですけど、介護保険のデイサービスはある意味ではつくり過ぎだと私は思っているんですけど、稼働率が東京は50％、私たちのところでも70％と言われている。だから案外潰れてきているところもいっぱいあるんですよ。

　だから、質と量の確保というのは障害の部分は量を確保しなければ、もちろん質もだけど、質は大事だけど量はある程度いいんじゃないか。
　今日のにも、頭にないんだけど、国交省もサービス付き高齢者住宅をまだ増やすと言っていますよね。私たちは反対なんですけど。もう要らないって思っているんですけど。それよりも、私の希望では特養とか老健とかに空床ができておるところがあるでしょ。そこを満床にしてほしいんですけれど。

【宮田委員】　そこは人材の問題なんですよ。人材がないので空床になるんですよ。

【惣万委員】　そうそう。本当はサービス付き高齢者住宅へ行きたくない人たちが、本当は特養とかに入りたいんやけどサービス付き高齢者住宅に入るんだろうね。

　だから地域、地域でどんどんある程度施設をつくったら、本当に町の中にお年寄りがいませんよ。デイサービスに行っていることもあるんやろうけど。これ以上デイサービスの数は要らないんじゃないかなと私は思っています。老人に関しては。障害に対してはつくらないといけんけど。

【大橋会長】　空き家対策で空き家をどう有効活用するかなんていうのも本当に考えなきゃいけないね。もっと常設のミニサロン的なものをいっぱい空き家を使ってやるとか、その辺もどれだけ書き込めるかということなんですけれどもね。やっぱりそういう時代が来ちゃったんでしょう。

　だから八代とか碁石とか久目のように住民自身がＮＰＯをつくらないとやっていられないという時代なんですよね。行政にやってくれという時代じゃなくてね。本当に変わってきたんだろうと思います。

【惣万委員】　利用者本位と言いますよね。利用者本位を本当に優先にしたら、誰も喜んで施設に入りたいという人はほとんどいないんですよ。

　もしも県がこれを貫くのだとしたら、在宅に方向性を向けなきゃいかんのじゃないかなと、言っておることとやっておることが違うんじゃないかなと。
【宮田委員】　地域生活支援事業で住民が支えていこうという方向は出しているわけですから。富山市だけじゃなくて、みんなそうですけどね。
　要支援１、２の人たちもデイサービスに行くかもしれないけれど、地域で地域住民が支えていこうという方向性で、地域住民の組織をどうつくっていくかというところが今、大分苦労されているところだと思うんですね。
　だから、必ずしもフルスペックの施設じゃなくても地域でできることは何かあるんじゃないかなという方向には来ているんですよ。

【惣万委員】　それも知っていますよ。でもなかなかうまくいっておらん感じ。

【宮田委員】　今は産みの苦しみを味わっている。そうでないと介護保険料がばっと上がってしまいますから。あるいは上げたはいいけど人材がいないという問題もありますから。

　2025年に向けて支援が必要な高齢者がもっと増えますから、デイサービスは要らないということはないと思いますけど。

【大橋会長】　何か別の機会にフリートークを。
【惣万委員】　これ以上増やさなくてもいいんじゃないかと言っているだけで、デイサービスを潰せと言っているわけじゃないんです。

【大橋会長】　いろいろありますが、課長さんたちも忙しいのでいつまでもくぎづけするわけにもいかないので、とりあえず専門分科会はこれで閉じさせていただいて、先ほど言いましたように、意見があれば個別にいろいろいただければと思っております。

４　閉　　会
【大橋会長】　一応、専門部会としてはこれで閉じさせていただきたいと思いますので、事務局にマイクをお返しします。よろしくお願いします。

【石浦厚生企画課長】　本日は大変お忙しいところありがとうございました。

　先ほども申しましたが、会議後にお気づきになった点とか、富山県の福祉全般に関してご意見、ご提言がございましたら、今、配付しておりますご意見、ご提言用紙にお書きいただきましてファクスなどでお送りいただければ幸いでございます。

　それでは閉会といたしますので、議事運営へのご協力、どうもありがとうございました。

【大橋会長】　どうもお疲れさまでした。
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